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第
三
回
定
例
会 

条
例
の一部
改
正
な
ど
を
可
決

　平
成
二
十
二
年
第
三
回
定
例
会
は
、六
月
七
日
か
ら
六
月
三
十

日
ま
で
の
二
十
四
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
通
り

可
決
･
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

R
EP
O
R
T

O
N
SH
IR
IN

報
告
第
一
号

新
議
員
の
紹
介

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

新
監
査
委
員
の
紹
介

財政事情を公表します 専
決
処
分
報
告（
承
認
）

　平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
同

年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
組
合
長
の
給
与
の
減
額
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
専
決
処
分
す
る
も
の

で
す
。

報
告
第
二
号

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て（
報
告
）

　平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算

か
ら
富
士
吉
田
市
へ
の
補
助
金
を
翌

年
度
に
繰
越
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
九
号

「
組
合
職
員
の
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い

て（
可
決
）

　地
方
公
務
員
法
の
定
め
に
よ
り
組

合
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
号

「
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
及
び
組
合
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て

（
可
決
）

　育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
組
合
の
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
一
号

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て（
同
意
）

　組
合
監
査
委
員
に
、
組
合
会
選
出

の
長
田
義
道
氏
の
退
任
に
伴
い
、
後
任

に
大
森
勝
人
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
組
合
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするため、年に２回財政事情を公表しています。
　今回は平成２１年度一般会計及び特別会計の下半期における予算執行状況（決算見込）並びに基金の状況につい
て公表します。

■平成２１年度歳入歳出予算の執行状況（決算見込）

■林産物流通事業特別会計

■関係市村賦課金の概要

■市村配分金の概要

■財産及び積立金の状況（平成22年3月末現在）

賦課金なし

一般会計 （単位：円） （単位：円）

1 使用料及び手数料
2 国庫支出金
3 県支出金
4 財産収入
5 繰入金
6 繰越金
7 森林整備交付金
8 諸収入

5,195,000
20,534,000
8,899,000

546,721,000
1,117,702,000

609,000
7,078,000

1,627,387,000
3,334,125,000

5,226,760
20,584,000
8,899,408

531,768,011
1,100,035,200

609,133
7,078,600

1,630,859,408
3,305,060,520

歳　入

計

科目（款） 予算現額 収入済額
1 議会費
2 総務費
3 事業費
4 公債費
5 予備費

53,711,000
383,211,000
2,887,761,000

1,000
9,441,000

3,334,125,000

52,194,632
363,034,630
2,122,736,973

0
0

2,537,966,235

歳　出

計

科目（款） 予算現額 支出済額

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

1 営業収入
2 営業外収入

富士吉田市
山中湖村
忍野村（内野を除く）

1,028,880,000
101,040,000
70,080,000

1,200,000,000

46,908,000
5,027,000
51,935,000

46,935,325
4,572,125
51,507,450

歳　入

計

計

配分先 金　額

科目（項） 予算現額 収入済額
1 営業費
2 営業外費
3 予備費

50,562,000
1,173,000
200,000

51,935,000

50,335,250
1,172,200

0
51,507,450

歳　出

計

科目（項） 予算現額 支出済額

財政調整基金
林業振興事業整備基金

2,116,919,131
6,648,758,820
8,765,677,951計

基金名 金　額

富士吉田市
10億2888万円

忍野村（内野を除く）
7008万円

山中湖村
1億104万円

財政の健全な運営に資するための資金に充てる。

林業振興事業及び土地取得並びに施設の建設整備資金に充てる。

市村配分金
12億円

設置目的

大森勝人
忍野地区

（忍野村 忍草）

戸田　元
上吉田地区

（富士吉田市 上吉田）

松野貞雄
明見地区

（富士吉田市 明見）

平
成
二
十
二
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、

新
し
く
組
合
会
議
員
に
就
任
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、去
る
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
の
第
三
回
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
全
員
の
ご
推
挙
に
よ
り
第
六
十
二

代
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
会
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、私
に
と
り
ま
し
て
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
ま
し
て
、衷
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
る
と
同
時
に
、組
合

の
歴
史
等
を
顧
み
ま
す
と
き
に
議
長
の
責
務
の
重
大
さ
を

改
め
て
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
は
い
う
ま
で
も
な
く
組
合
の
重
要
な
事
項
を
決
定

す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で一市
二
村
関
係
入

会
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
各
位
の
意
思
を
最
大
限
尊
重

し
、あ
く
ま
で
も
組
合
議
会
が
公
正
、公
平
か
つ
円
滑
の
う
ち

に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
に
、誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、恩
賜
林
行
政
の
推
進
の
た
め
公
正
無
私
の
立
場
を

堅
持
し
な
が
ら
、関
係
入
会
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、組
合
の

発
展
と
入
会
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
ど
う
か
関
係
市
村
入
会
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、組
合
議
会
に
対
す
る
な
お一層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、私
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
長

田
義
道
氏
の
退
任
に
伴
い
新
し
く
就
任
し
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

宮下正男
上吉田地区

（富士吉田市 上吉田）
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　毎年恒例となっている、少年サッカー大会、少年野球大会が７月・８月に
それぞれの試合会場にて開催されました。
各大会においては、多くのチームが参加し、日頃の成果を十分に発揮し、
白熱した試合が展開されました。

恩賜林杯囲碁大会
日時：平成22年8月4日
場所：恩賜林組合（林業センター和室）
Aパート 優　勝　林三四郎
 準優勝　渡辺光治
 第３位　堀内　涌

Bパート 優　勝　後藤茂邦
 準優勝　大間　真
 第３位　喜多照夫

恩賜林杯スポーツ大会おんしりん
イベント報告

エコ科学教室　6/20
フィルムケースを使っ

たロケットづ

くりとハンガーを利用
し、シャボン玉

をつくりました。
挿し木教室　6/27
組合の温室等で挿し木にできる花木を探
して、挿し木の勉強をしました。　

親子木工教室　7/22・29・31　8/1・6多くの親子が参加し、巣箱などの製作に挑戦しました。

シイタケ収穫体験　7/24・25　8/28・29組合で栽培している原木シイタケを収穫しました。

太陽エネルギー体験
教室　

7/28
ソーラーパネルで発

電し、車イスや

扇風機を動かしました
。　

自然エネルギー体験教室　7/30パラボラ式のソーラークッカーや時計型薪ストーブを使用し、太陽の熱や薪を燃料として利用して料理をつくりました。

ツリークライミングⓇ
体験会8/17

組合有地（土丸尾地区
）内の樹木を利用し、

専用の道具を

使った木登りの体験を
しました。

ネイチャーゲームでおんしりんの森探検　8/22森の中で、五感を使ってネイチャーゲームをしました。

第15回恩賜林杯少年サッカー大会
日時：平成22年7月3日
場所：山中湖交流プラザ きらら

4年生の部 優勝 VCふじかめチーム

6年生の部 優勝 ラーゴ河口湖U12チーム

予選ａパート
１位　ラーゴディオサ
２位　ＶＣ富士吉田
２位　忍野ＳＳＳ

予選ｂパート
１位　ＶCふじかめ
２位　山中湖ＳＣ
３位　ラーゴ河口湖Ｕ１２

予選ｃパート
１位　ＶＣひがし
２位　スペリオール上吉田
３位　ラーゴ富士河口湖

決勝リーグ　
１位　ＶＣふじかめ　　２位　ＶＣひがし　　３位　ラーゴディオサ

第14回恩賜林杯少年野球大会
日時：平成22年8月15日･21日･22日
場所：鐘山総合グラウンドほか

準優勝 富士見東チーム

優勝 忍野Aチーム

4年生の部

予選ａパート
１位　ＶＣひがし
２位　ＶＣ富士吉田
３位　山中湖ＳＣ

予選ｂパート
１位　忍野ＳＳＳ
２位　ＶＣふじかめ
３位　道志トルベジーノ

予選ｃパート
１位　ラーゴ河口湖Ｕ１２
２位　スペリオール上吉田
３位　ラーゴ富士河口湖

決勝リーグ　
１位　ラーゴ河口湖Ｕ12　　２位　忍野ＳＳＳ　　３位　ＶＣひがし

6年生の部

山

中

竜
ヶ
丘
B

向

原

中

村

富
士
見
東

忍
野
B

下

宿

大
明
見

中
央
幸
A

小
明
見

二

町

中
央
幸
B

忍
野
A

中
曽
根

竜
ヶ
丘
A

上
暮
地

山
中
東

上
吉
田

優  勝
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木
の
実
や
枝
で

　
ク
ラ
フ
ト
体
験

　
夏
休
み
も
後
半
に
入
っ
た
恩
賜
林
庭
園
。平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。お
目

当
て
は
、恩
賜
林
憩
い
の
家
の
一
角
に
設
置
さ
れ
た「
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ナ
ー
」。材
料
や
道
具
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
た
め
、ふ

ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
気
軽
に
木
工
作
品
作
り
が
楽
し
め
る

人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
こ
こ
に
は
、木
工
キ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。作
り
方
の
説
明
書
が
あ
る
わ
け
で
も
、常
駐

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。用
意

さ
れ
て
い
る
の
は
、間
伐
材
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
た
木

切
れ
、藤
の
ツ
ル
、小
枝
、ま
つ
ぼ
っ
く
り
や
ド
ン
グ
リ
と
い
っ

た
木
の
実
な
ど
。富
士
北
麓
で
採
取
し
た
自
然
の
産
物

を
、組
合
職
員
が
加
工
し
ま
し
た
。

　
「
私
、こ
れ
と
こ
れ
使

う
」。「
私
は
こ
の
ま
つ
ぼ
っ

く
り
に
す
る
」…
目
を
輝
か

せ
て
材
料
を
選
び
、自
由

な
発
想
で
作
品
を
作
っ
て

い
く
子
ど
も
達
。豊
か
な
想

像
力
で
、世
界
に
た
っ
た
一つ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、見
本
と
な
る
工
作
作

品
も
展
示
し
て
あ
る
の
で
す
が
、こ
れ
ら
を
見
な
が
ら
同
じ

よ
う
に
作
っ
て
も
、材
料
が
自
然
の
産
物
な
だ
け
に
、ひ
と

つ
ひ
と
つ
表
情
が
違
っ
て
く
る
し
、自
在
に
ア
レ
ン
ジ
も
で

き
る
。そ
こ
も
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　「
こ
れ
で
夏
休
み
の
工
作
も
バ
ッ
チ
リ
！
」と
、誇
ら
し
げ

に
作
品
を
見
せ
て
く
れ
た
女
の
子
た
ち
。眩
し
い
笑
顔
を

見
な
が
ら
、出
来
上
が
っ
た
作
品
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、こ

ん
な
風
に
自
然
と
触
れ
合
う
体
験
そ
の
も
の
が
、こ
の
子

達
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、そ
ん
な
風
に
感
じ
ま
し
た
。

知
恵
と
工
夫
で
、

　
間
伐
材
を
有
効
利
用

　
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
提
供
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
材

料
を
加
工
し
て
い
る
の
は
、組
合
敷
地
内
に
あ
る
木
工
加

工
施
設
。こ
こ
で
は
、組
合
管
理
地
内
で
出
る
間
伐
材
な

ど
を
使
っ
て
、多
彩
な
木
工
製
品
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

た
と
え
ば
、木
の
風
合
い
を
活
か
し
た
カ
ラ
マ
ツ
の
テ
ー
ブ

ル
＆
ベ
ン
チ
。丸
太
材
な
ら
で
は
の
、素
朴
で
力
強
い
フ
ォ
ル

ム
が
、公
園
や
庭
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。一
方
、現
在
開
発
中
な

の
が
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー・ア
ー
ト
。文
字
通
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
丸
太
に
施
す
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
彫
刻
で
す
。今
は

ま
だ
試
作
品
の
段
階
で
す
が
、太
い
丸
太
か
ら
削
り
出
さ

れ
た
フ
ク
ロ
ウ
は
迫
力
満
点
。お
店
の
看
板
や
、施
設
の
シ

ン
ボ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
そ
う
で
す
。さ

ら
に
、最
近
密
か
に
人
気
な
の
が
薪
。間
伐
材
を
利
用
す

る
た
め
安
定
供
給
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、陶
芸
や
火
祭
り

に
向
い
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
、薪
ス
ト
ー
ブ
に
最
適
な
広
葉
樹
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
薪
が
市
価
よ
り
も
安
く
手
に
入

る
と
好
評
で
す
。

 

「
雑
木
や
間
伐
材
も
、富
士
北
麓
の
自
然
か
ら
の
恵
み
で

す
か
ら
、無
駄
に
す
る
の
で
は
な
く
、出
来
る
限
り
有
効
活

用
し
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、従
来
の
木
工
製
品
の
材
と
し

て
は
不
向
き
で
す
の
で
、ク
ラ
フ
ト
や
ロ
グ・ベ
ン
チ
の
材
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
新
た
な
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
ま

す
。」と
は
、担
当
者
の
言
葉
。こ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
製

品
は
、庭
園
内
に
あ
る「
恩
賜
林
憩
い
の
家
」や
富
士
山
五

合
目
の「
ス
カ
イ
パ
レ
ス
富
士
」で
展
示
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、組
合
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

環
境
を
活
か
し
て

　
キ
ノ
コ
を
栽
培

　
富
士
北
麓
の
自
然
か
ら
の
も
う
一つ
の
恩
恵
は
、
こ
の

環
境
そ
の
も
の
で
す
。
組
合
で
は
、
こ
の
環
境
を
活
か
し
、

キ
ノ
コ
栽
培
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
。
肉
厚
で

香
り
の
高
い
シ
イ
タ
ケ
を
年
間
を
通
し
て
出
荷
で
き
る
ま

で
に
な
り
、ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

現
在
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
マ
イ
タ
ケ
。
一
般
的

な
菌
床
栽
培
で
は
な
く
、
環
境
を
活
か
し
て
の
原
木
に
よ

る
露
地
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
昔
も
今
も
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
自
然
の
恵
み
。
富
士

北
麓
の
大
自
然
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
、
多
く
の
み
な
さ
ん

と
共
に
享
受
し
た
い
と
、
恩
賜
林
組
合
で
は
、
親
子
木
工

教
室
、
シ
イ
タ
ケ
収
穫
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
体
験

会
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
家
族
で
自
然
に
遊
ぶ
、
心
穏
や
か
で
豊
か
な
時
間
。
そ

の
幸
せ
な
記
憶
も
、
現
代
に
生
き
る
私
達
へ
の
、
そ
し
て
、

未
来
を
創
る
子
ど
も
達
へ
の
、
恩
賜
林
の
森
か
ら
の
素
晴

ら
し
い
贈
り
物
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
頃
は
秋
。
実
り
多
き
恩
賜
林
の
森
に
、
家
族
で
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

は
る
か
昔
か
ら
、
富
士
北
麓
の
豊
か
な
森
林
と
共
に
歩
ん
で

き
た
私
達
。

雄
々
し
く
茂
っ
た
木
々
も
、
山
林
原
野
に
息
づ
く
キ
ノ
コ
や
薬

草
、
木
の
実
と
い
っ
た
産
物
も
、
生
活
の
糧
と
な
り
、
私
達
の

先
人
の
命
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

時
が
流
れ
、
人
々
は
豊
か
に
な
り
、
日
々
の
暮
ら
し
の
糧
を
森
林

原
野
に
求
め
る
必
要
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
森
林
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
、
私
達
に
た
く
さ
ん
の
恵

み
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

恩
賜
林
組
合
で
は
、
森
林
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恩
恵
を
、

新
し
い
カ
タ
チ
で
活
用
し
よ
う
と
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

森からのおくりもの森からのおくりもの
～大切な森林資源、さまざまなカタチで有効活用しています！～～大切な森林資源、さまざまなカタチで有効活用しています！～

TO
P
IC
S

O
N
SH
IR
IN

庭園内の憩いの家
では、まつぼっくり、
木切れなどを使った
クラフト体験がとても
人気。

夏休みには、親子木工体験や、平日は木工製作の機材も利用できる。

原木によるマイタケの栽培

毎週火・水曜日に
木工作業スペースの
貸出を行っています。
ご利用ください。

毎週火・水曜日に
木工作業スペースの
貸出を行っています。
ご利用ください。
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組合からのお知らせ

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。

無料法律相談

謝
謝
来
園

問い合わせ　TEL 22-3355（演習地対策課）

富士吉田市大明見　小林　穂高くん（５歳）
　　　　　　　　　　　　那津奈ちゃん（４歳）

こばやし ほ  たか

な　づ　な

平成22年11月9日火です
次回相談日は

※指定日以外または電話による相談はできません。
受付時間：午後1時から2時まで

きのこ狩り
●開催日　10月17日（日）
●時　間　午前9時から午後１時まで
●内　容　恩賜林組合有地でのきのこ狩りと庭園での品評会と
　　　　　きのこ鍋の試食会
●場　所　恩賜林組合（土丸尾地区）
●対　象　小学４年生から大人まで
　　　　　（小・中学生は保護者同伴）
●定　員　30名（事前の予約が必要）　
●参加費　500円
●講　師　山梨県森林総合研究所　柴田尚氏
●持ち物　雨具（カッパ）、スニーカー、収穫カゴ、手袋、
　　　　　きのこ狩りのできる服装

問い合わせ　TEL ２２－３３５５（企画財政課）

つるばら・木バラの基礎知識教室　

問い合わせ　TEL ２２‐３３５５（森林文化課）

●開催日　11月２日（火）
●時　間　1回目　午前9時30分から正午まで　
　　　　　2回目　午後1時30分から午後４時まで
●内　容　つるバラ・木バラの年間管理と冬支度
●場　所　恩賜林組合（1階会議室及び庭園）
●定　員　各回先着15名（事前の予約が必要）
●対　象　富士吉田市、忍野村、山中湖村在住の大人　
●参加費　無料
●講　師　後藤みどり氏（コマツガーデン）

森のおはなし会 

問い合わせ　TEL ２２‐３219（恩賜林憩いの家）

●開催日　10月24日（日）
●時　間　午前11時から午前11時30分まで
●内　容　森をテーマにした絵本の読み聞かせ。
●定　員　50名（事前の予約が必要）　
●参加費　無料
●対　象　小学校低学年以上
●講　師　小林文映氏（なかよしクレヨン）

シイタケ収穫体験

１０月23日土開催！！

●開催日　10月30日（土）・31日（日）　　　　　　
●時　間　午前9時から午後3時まで
●内　容　原木から生えたしいたけを収穫する。　
●費　用　収穫したしいたけは、100ｇあたり100円で販売
※発生状況、天候により出来ない場合があります。

問い合わせ　TEL ２２－３３５５（森林整備課）

※雨天順延の場合は２４日（日）に実施します。

◎天装戦隊ゴセイジャーショー
◎太鼓の演奏
◎豪華景品の当たる大抽選会
◎ソーラー電車・模擬店・屋台

◎スプラッシュスライダー
◎森と親しむイベント
◎親子３世代で楽しめるイベント
◎「木になる市場」開催

大好きなお父さんと遊びに来ました。すごく楽しかった。

おんしりんまつり


